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事業概要

１．テーマ

２．ターゲット

３．課題

４．事業の目標

５．機能アイデア

：食物アレルギー

：普段外食に行きづらい、 乳 ・ 小麦 ・ 卵 ・ 魚など
   複数アレルゲンのあるお子さんがいるご家族

：食べられないことによって
   ご本人やご家族が疎外感を抱えてしまうこと

：食べたいもの、 食べられるものと出会い選ぶことが
   楽しめるようになること

：食物アレルギー対応のミールキット、 及び食品通販
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きっかけ

2018 年 12 月に告知された社内 StartUpProgram へのアイデア応募

2019 年 4 月
書類審査＆面談

2019 年 6 月
全 6 回の研修

2019 年 10 月
ピッチ大会

2019 年 12 月
社長プレゼン

2019 年 1 月
書類応募締切

MIMIGURI さんのワークショップによるアイデア研鑽期間
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実現性を考える / 伝え方を考える 事業性を確認する

Stage

3
Stage

2
Stage

1
Stage

0

顧客の解像度を高めるコンセプトを固める
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Stage 0
事業コンセプトを固める
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『 修学旅行先の宿では

あなたのお子さんに出す食事がありません

行きますか？行きませんか？』
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13.9％

食物アレルギーの方がいる家族は

の世帯全国の

08



課題

≠ 食べられないことそのもの
＝ 食べられないことで生じる疎外感
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チーム

京セラ株式会社 S プロジェクト
谷 美那子 辻 正博

イタリア料理店 il sole
今村 慎太郎

NPO 法人アレルギーっこパパの会
安達 康平

お菓子な工房もえぎ
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家族みんなで楽しめる
食物アレルギー対応ミールキット
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家族で楽しめるシェフ体験
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未体験の食に出会えるフルコース
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Stage 1
顧客の解像度を高める
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顧客の解像度

抱える課題感が大きい抱える課題感が小さい

有症者多い
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顧客の解像度

０～ 6 か月

アレルギーが分かったばかり。
病院や治療法を調べる方
が先。 子供の年齢も
0 ～１歳が多い。

6 か月～ 1 年目

少しづつ知識が増えていく。
それとともに不安も増えていく。
日々の対応に慣れるので
精一杯。

1 ～ 3 年目

通院や治療、 料理に慣れてくる。
情報に触れるのにも慣れてくる。
職場復帰を機に色々なサービス
を試す。

8 年目～

料理や食べることに興味がある
場合、 常に新しい商品を探して
いる。 もっと美味しくならないか
探究している。

3 ～ 5 年目

保育園や幼稚園に預ける時や
旅行の際に改めて大変さを実感
する。 周囲からの理解や協力
が支えになる。

5 ～ 8 年目

日々の家ごはんには困り事が
ない。 子供も自覚し付合い
方を覚える。 でも時々不安。
時々がっかり。

0 歳～ 3 歳～小学校 3 年生 ～ 11 歳まで

・ 誕生日やクリスマスなどを家族で祝う

・ ケーキを買う時にアレルギー対応のものを
   EC で探して色々試している

・ お祝いの日のごはんを自分達で作っている
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季節
イベント
ごはん

お祭り
屋台
ごはん

非日常日常

旅行中
ごはん

友人宅
祖父母宅

ごはん

おべんとう

給食

外食

災害時
避難所
ごはん

作れる人
不在日
ごはん

誕生日
ごはん

おうち
ごはん

災害時
備蓄
ごはん

緊急時

顧客の解像度
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顧客の解像度
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顧客の解像度
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Stage 2-1
実現性を考える
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オペレーション検討
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拠点開設
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Stage 2-2
伝え方を考える
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マトイル。

子供の 「おいしい」 「食べたい」 の的を射る。

大人の 「食べさせてあげたい」 の的を要る。

アレルギーはそれぞれ。 「食べたい」 のかたちもあれこれ。
ひとりひとり、 みんな違う。
「おいしい」 「食べたい」 「楽しい時間」 のど真ん中。

心配、 不安、 日々がんばる自分の重圧に、 寄り添う。
安全と、 その先にある 「おいしい」 を叶える。
「これが欲しかった」 のど真ん中。
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WEB サイト OPEN
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10/25　LAUNCH ！


